
　

春
の
山
菜
が
出
る
頃
に
な
る
と
沼
田
の
川
場
に
ひ
っ
そ
り
と
あ
る
温
泉
に
両
親
と
行

く
こ
と
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

桐
生
か
ら
車
で
足
尾
方
面
に
向
か
い
旧
銅
街
道
（
あ
か
が
ね
か
い
ど
う
）
国
道
一
二
二

号
線
を
水
沼
駅
手
前
の
下
田
沢
信
号
で
左
に
折
れ
て
急
坂
を
上
り
、
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
と
呼
ん
で
い
る
国
道
一
二
〇
号
線
に
至
る
約
四
〇
キ
ロ
区
間
を
県
道
六
二
号
線

の
中
間
部
に
位
置
し
て
い
る
長
い
峠
は
、
俗
に
「
根
利
の
峠
」（
ね
り
の
と
う
げ
）
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
途
中
「
南
郷
温
泉
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」
な
ど
も
あ
り
山
の
珍

し
い
植
物
の
鉢
植
え
な
ど
も
販
売
し
て
い
て
温
泉
と
と
も
に
県
外
の
人
々
に
も
人
気
の

よ
う
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
農
村
地
帯
の
民
家
の
庭
に
あ
る
花
々
が
溢
れ
る
よ
う
に
咲
き
乱
れ
、

こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

黒
澤
明
の
映
画
「
夢
」
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
な
詩
情
豊
か
な
風
景
と
、
何
処
か
ら
と
も
な

く
吹
い
て
く
る
風
が
「
自
然
の
音
」
を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
す
。

　

路
地
裏
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
花
々
も
ま
た
美
し
い
で
す
が
、
贅
沢
過
ぎ
る
く

ら
い
の
大
自
然
の
中
の
花
々
は
何
と
人
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
か
と
思
い
ま

す
。

　

川
場
の
旅
館
前
の
川
辺
に
は
土
筆
が
絨
毯
の
よ
う
に
生
え
、
山
椒
の
木
な
ど
も
見
か

け
ら
れ
何
気
な
い
風
景
も
楽
し
め
ま
す
。

食
い
し
ん
坊
の
私
は
、
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
、
舞
茸
汁
・
・
・
と
沼
田

な
ら
で
は
の
「
食
」
も
味
わ
え
る
の
で
、
心
身
と
も
に
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
一
日
に
な
り
ま

す
。

　

情
報
が
溢
れ
る
ネ
ッ
ト
社
会
、
自
分
を
見
失
わ
ず
に
、
自
分
の
立
ち
位
置
や
価
値
観

を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
「
今
を
生
き
る
」
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
を
考
え
る
に
は
大
自
然
の
中
に
自
分
を
置
い
て
み
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。
与
え
ら
れ
た
一
生
。
自
分
の
時
間
を
、
一
日
一
日
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
く
の
か
、
家
族
や
友
人
、
そ
し
て
社
会
で
関
わ
り
を
も
つ
人
々
と
の
時
間
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
毎
日
で
す
。

　

群
馬
地
域
文
化
振
興
会
で
は
、「
石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者
特
別
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
先
日
ご
案
内
し
ま
し
た
「
沼
田
藩
主
真
田
信
利
の
領
内
経
営
と
改

易
」
に
つ
い
て
藤
井
茂
樹
先
生
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

江
戸
時
代
前
期
の
沼
田
藩
主
、
真
田
信
利
。
当
時
の
沼
田
藩
領
の
こ
と
、
ま
た
改
易
の

経
緯
な
ど
も
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

　

是
非
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
テ
キ
ス
ト
代
五
〇
〇
円
・
要
予
約
）   

（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
七
三
‐
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
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２
５
５
・
３
４
３
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Ｆ
Ａ
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７
・
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５
・
３
４
３
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

〈 

県
内
の
展
覧
会
・
講
演
会
情
報 

〉

会
期　
　

五
月
十
二
日
（
土
）
～
二
十
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

中
村
利
喜
雄　

陶
展　
　
　
　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
は
、
展
覧
会
会
期
中
以
外
は
休
廊
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
休
廊
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
展
覧
会
会
期
中
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
７
回　

群
馬
工
芸
美
術
会
五
月
展　

 　
　

 

〈
企
画
〉

会
期　
　

五
月
二
十
六
日
（
土
）
～
六
月
三
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

伊
勢
崎
市
在
住
の
中
村
利
喜
雄
氏
の
三
年
ぶ
り
の
個
展
で
す
。

藁
灰
釉
の
器
の
手
触
り
、
ま
た
鉄
釉
の
ど
っ
し
り
と
し
た
質
感
。

日
常
使
い
や
す
い
陶
食
器
を
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
詩
人
で
も
あ
る
中
村
利
喜
雄
氏
の
優
し
さ
溢
れ
る
動
物
の
オ

ブ
ジ
ェ
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

群
馬
工
芸
美
術
会
の
会
員
の
中
か
ら
今
回
は
二
十
六
名
の
作
家
が

作
品
展
示
い
た
し
ま
す
。
陶
芸
、
染
織
、
七
宝
、
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
人

形
、
皮
革
な
ど
工
芸
で
も
多
分
野
に
よ
る
作
品
展
示
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
常
使
え
る
作
品
も
展
示
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
に
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
廊
く
だ
さ
い
。

会
場
に
は
、
多
く
の
作
家
が
在
廊
し
て
お
り
ま
す
の
で
会
場
で
の
会

話
も
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

句
集　

月
球
儀　
　

山
本　

掌

　
　
　
　
　
　
　
　

定
価　

本
体
二
五
〇
〇
円
（
税
別
）

　

前
橋
生
ま
れ
。
オ
ペ
ラ
、
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
の
演
奏
活
動
も
し
て
い

る
山
本
掌
さ
ん
の
第
四
句
集
。

萩
原
朔
太
郎
の
撮
影
写
真
に
句
を
書
く
と
い
う
新
し
い
試
み
に
挑

戦
。

声
楽
に
お
い
て
も
萩
原
朔
太
郎
の
詩
に
よ
る
歌
曲
に
も
取
り
組
み
、

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
て
い
る
。

俳
句
の
師
で
あ
る
金
子
兜
太
か
ら
も
激
励
さ
れ
出
来
た
句
集
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
＊

小
松
健
一  

鳥
里
鳥
沙  

眞
月
美
雨  

作
品
集（
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
一
五
枚
）

　

彝い

じ

ん人
―　

中
国
大
陸
の
山
岳
民
族　
　

定
価
一
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

　

一
九
五
三
年
岡
山
県
生
ま
れ
、
群
馬
に
育
っ
た
写
真
家
・
小
松
健

一
氏
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
写
真
集
。

＊
「
句
集　

月
球
儀
」
及
び
、「
彝
人
―
中
国
大
陸
の
山
岳
民
族
」
は
、

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

水
野　

暁　

―
リ
ア
イ
テ
ィ
の
在
り
か

　
　
　
　
　
　
（
現
在
、
開
催
中
）

　

会
期　
　

七
月
一
日
（
日
）
ま
で　

午
前
十
時
～
午
後
六
時

　

会
場　
　

高
崎
市
美
術
館　
　

月
曜
日
休
館

　

観
覧
料　

一
般
六
〇
〇
円

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
話　

０
２
７
・
３
２
４
・
６
１
２
５　

高
崎
市
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
＊

第
五
回　

著
者
が
著
作
を
語
る
会

「
群
馬
の
鉄
道
の
移
り
変
わ
り
」　

私
の
見
て
き
た
昭
和
の
鉄
道

講
師　
　

原
田
雅
純　

氏 (

産
業
考
古
学
会
・
鉄
道
史
学
会
会
員)

　

日
時　
　

五
月
十
日
（
木
）
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

　

会
場　
　

県
立
図
書
館
三
階
ホ
ー
ル

主
催　

群
馬
県
立
図
書
館　

電
話
０
２
７
・
２
３
１
・
３
０
０
８

〈
新
刊
の
ご
案
内
〉


